








₂₀₁₀）の映画『グレースと公爵』（L＇Anglaise et le Duc, ₂₀₀₁）は、フランス革命
下のパリを舞台とする。その主人公はイギリス人女性グレース・エリオットと
いう実在の人物である（Grace Dalrymple Elliott, ₁₇₆₀-₁₈₂₃）。彼女はスコット
ランドの旧家に生まれ、サー・ジョン・エリオットと結婚するも別れ、英
ジョージ四世の愛人として一女をもうけた後、仏オルレアン公爵（Louis 
Philippe Joseph d＇Orléans, ₁₇₄₇-₁₇₉₃）の恋人となってパリに移住した。公爵と
は後に別れても友情で結ばれ、革命中もパリに留まることとなる。本作は、彼




は左派の批評家からは攻撃され、右派からは賞賛された（de Baecque & Herpe 
₂₀₁₄: ₄₄₃-₄₄₆, 英訳 ₂₀₁₆: ₅₀₁-₅₀₄）。また一つは、背景を絵画にして俳優の演技
と CG 合成するという演出に関するものである。この演出はロメールが映画批
評家アンドレ・バザンから継承した「写真映像の存在論」に抵触するのではな
























は「精神／道徳的な（moral）」在り様から構想されている（小河原 ₂₀₁₃, ₂₀₁₅a, 













ヴァーグ（de Baecque ₂₀₀₃, 小河原 ₂₀₁₅b 参照）の一員である彼の映画観が垣
間見られる。何より著者エリオットの「眼差し（regard）」が称賛され、その
「眼差し」ゆえに「小説的な質（qualité romanesque）が際立った」といって






₂₀₀₁a: ₆, 邦訳 ₂₀₀₂: ₇）
　映画が小説に立脚しているという信念は、ロメールのフィルモグラフィーか
らも確認できる。そこには、アマチュア時代の短編「クロイツェル・ソナタ」
（La Sonate à Kreutzer, ₁₉₅₆）から、遺作『我が至上の愛』（Les Amours d＇Astrée 
et de Céladon, ₂₀₀₇）に至るまで、原作小説を忠実に再現した作品があり、小説
をそのままシナリオとして使用した『O侯爵夫人』（Die Marquise von O..., ₁₉₇₆）
や、役者が原作小説の地の文（「……と彼は言った」）まで台詞の一部として読





先行する文学作品の翻案だ」（de la Bretèque ₂₀₁₃: ₅₃）と言われるほどであ
る︵₂︶。ドキュメンタリー作品でも、短編「ナジャのパリ」（Nadja à Paris, ₁₉₆₄）
















るに「私」自身が表されなければならないのだ（il se donnne lui-même en représen-
tation）（……）別の言い方をするなら、「私」は自らを「演出する」のでなければな
らない。（Rohmer ₂₀₀₁a: ₅-₆, 邦訳 ₂₀₀₂: ₆）
　この引用で、「その眼差しが空間、時間内のどこから発しているかは、つねに
明確にされている」というのは、例えば次のような一文だろう。「翌日 ₉ 月 ₄ 日





















『シナリオ的』な面白さということだろう」（Rohmer ₂₀₀₁a: ₆, 邦訳 ₂₀₀₂: ₆）と、
映画化への適合を明言するのである。
　それからロメールは、次のように続ける。
ともかく、もし十九世紀において小説（le roman）が物語芸術（l＇art de récit）を古
典的完成にまで導いていなかったならば、二十世紀になってから映画の物語がわれ
われをかくもやすやすと魅惑し、またたちまちのうちにその物語が劇的複雑さ（la 
complexité dramatique）と心理的深さ（la profondeur psychologique）とを獲得する






　ロメールの初期シリーズ『六つの教訓物語』（Six contes moraux, ₁₉₆₂-₁₉₇₂）
を参照しよう。これらはエリオットの原作と同じく、「一人称」小説をロメール
自身が執筆した上で映画化したものだからである。なおロメールは、原作小説
の一人称の地の文を、シリーズ第 ₁ 作『モンソーのパン屋の女の子』（La 
Boulangère de Monceau, ₁₉₆₂）では画面外の語りとして演出するが、第 ₄ 作




























いるのです（Ils traitent du recul que quelqu＇un peut prendre par rapport à ses goûts, 















































　次の場面から、公爵は約₄₃分間、つまり映画全体の ₃ 分の ₁ の間、登場しな
い。その間に、₁₇₉₂年 ₈ 月₁₀日のチュイルリー宮殿襲撃事件から、惨禍を逃れ

















































































































（Elliott ₂₀₀₁: ₈₅-₈₆, 邦訳 ₂₀₀₂: ₁₀₁-₁₀₂）と述べた後で、映画独自の台詞として















































































































（come to life）のに驚いたら、嬉しいですね。（Rohmer ₂₀₁₃: ₁₄₁-₁₄₂）
私は絵画（tableau）から始めました。まず諸々の絵画に基づいたドキュメンタリー
であるという印象がもたれ、それから、絵画が生命を得て動き出します（le tableaux 
s＇animent）。絵画が現実に入り込むのではありません（ce n＇est pas le tableau qui 
rentre dans la réalité）。反対に、絵画が現実になるのです（le tableau qui devient 
















を挙げている（Bazin ₂₀₀₈: ₉, 邦訳 ₁₉）。ここには、絵画や彫刻には過去の存在
が見て取られるという、ロメールの第一点と同じ前提が読み取られる。それと
ともにバザンは、②写真と比べて絵画の特徴を、「人間の眼」の介在に見出す




























































































































（ ₁ ） 邦訳のある文献については参照させていただき、文脈上言葉を変える必要のあ
るところについては変更した。
（ ₂ ） さらにロメールの映画には小説的要素が端々にみられる。例えば『クレールの
膝』（Le Genou de Claire, ₁₉₇₀）や『満月の夜』（Les Nuits de la pleine lune, ₁₉₈₄）と
いった作品は、主要登場人物の一人が小説家であり、映画の物語が小説に擬えられ









（ ₄ ） 同様に、『六つの教訓［精神／道徳的（moraux）］物語』を始めほとんどのロ
メール作品で、人々は、一つの出来事が終了すると、それについて自分の心情を振
り返りながら長々と語る。
（ ₅ ） このグレースの態度決定は「復活（rebirth）」と呼ばれもする（Tester ₂₀₀₈: 
₃₇）。






（ ₇ ） ロメールを含むヌーヴェルヴァーグの監督達の映画における「よそ者」の視点
については、箭内・小河原 ₂₀₁₄: ₁₁₅-₁₁₆における「『間』において思考すること」
も参照。
（ ₈ ） 付け加えれば、映画後半で裁判にかけられる際にも、グレースは革命委員の一
人に「自由の敵」イギリス人として糾弾されるが、ロベスピエールがやって来て英
語の書類をひと目見ると、なぜか彼女を釈放する（₂:₀₂:₀₅-₂:₀₂:₃₇）。
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